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昭和 43年秋田県内、ポリオの

流行予測調査結果について

秋田県衛生 科 学 研 究 所

坂 本 昭 男

秋田県立中 央病 院

昭和 36年より開始されたポリオ生ワクチンの

全国一斉投与の翌 37年より，厚生省によるボリ

オの流行予測事業が開始 l)されて以来 7年を経右

秋田県では昭和 42年初めて，厚生省の指定を

受け本事業の一部を分担したが2,)昭和 43年度も

昨年に引き続き県内 2地区について調査を行なつ

た。選定した 2地区の内の一地区は昭和 42年度，

昭和 43年度と継続して調査を行なった男鹿市船

越地区であり，他の 1地区の大館市花岡地区は，

昭和 43年度初めての調査である。

以下，この両地区で行なったボリオ流行予測調

査の結果についてその概要をのぺる。

A) 予測調査地区の概要

1) 男鹿市船越地区

秋田県男鹿市船越は，秋田県中央部から日

本海に突出した男鹿半島の基部にあたり，旧

八郎潟残存湖から，日本海に通ずる船越水道

に面している。

地表は砂地で平坦地をなしており，面積は

'Z1 4はであるo交通機関としては国鉄，男

須 藤 恒 久

森 田 盛 大

藤 原 登美子

鹿線（秋田駅から男鹿駅）の船越駅があり

秋田まで 2a 4駈，男鹿まで 16.2Kinであ

る。道路は県道秋田一船川線，船越一能代

線の分岐点であり，私営バスの便もあり比

較的便利である。

船越地区の総人口は4.3 0 6人であり．

男2.0 4 8人，女2.2 5 8人である。

主とした産業吋農業であるが，漁業．商

業がこれに次いでいる。その他，会社，官

公庁への勤務者や若干の出稼者もある。

飲料水は，上水道（簡易水道を含む）は

布設されておらず．井戸水をホームボンプ

などで汲み上げて使用している。

過去 5年以内にポリオ患者の発生はなく

赤痢は昭和 40年 6名，昭和 42年 8名．

昭和 48年には 9名発生している。その他

の伝染病の集団発生はない。

ポリオワクチンの投与に関しては．表 1

に示した如く，昭和 89年の 90彩，昭和

4 3年では 65彩と年々下廻つている。
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表 1 男鹿市船越町生ワクチン投与
率（％）

；一賃＿分 1戸投与率 1嚢勺塁 1備一考

昭和 39年 0%  9 0%  I ., --
昭和 40年 0 % 8 2%' 

昭和 41年 0 % , 83%+— 
| 1 --

昭和 42年 。,る | 6 6% | -----I-• 
昭和4 3 年 1-~ 「―-65%  

年 1月 31日42名から，計 87検体を採取

した。

花岡地区では第 1回目は昭和 48ギ 9月9

日に 44名より．第 2回目は昭和 43年 l2 

月 13日に 40名より，計 84検体を採取し

ウイルス分離を行なつた。両地区共， 2回目

に採取した対象は 1回目と同→固人である。

2) 血清

感受性調査としての採取は紛越．花岡両地

区とも 8年令区分どと妃 10~1 6名から採

取したが， 12オ以下の各年令区分共， 8~

1 2名迄は感染源調査対象者と同一涸人であ

る。従つて採取は， 1回目の感染源調査と l司

時に行ない，船越地区にては 10 3名より又

花圃地区妬ては， 10 2名の健康者から血液

を採坂した。

: l 

2) 大館市花岡地区

秋田県の北部に位置し，大館保健所管内に

あり，大館駅より同和鉱業花岡線により 4.8 

Kio北の距離にある。

当地区は明治初年日景沢．竜の沢の旧抗が

開発され，現在は同和鉱業が経営する花岡鉱

山として知られ，露天堀りと坑道堀りを

採用し，又，黒鉱産出で活気を呈しているc

面積は 8l 4 6はで．総人口は 14.742

人である。主なる産業は上述の鉱業と農業で

ある。飲料水は 66. 2％が上水道を利用し，

井戸 2 7. 0 %，その他6.8％となつている。

過去 5年以内にポリオ発生はないが，赤痢

は昭和 38年 42名．昭和 39年 46名 (6

月花岡小学校で 20名の集団発生）の発生を

みている。

その他の伝染病の集団発生はない。

ポリオ生ワクチン投与率は昭和 43年 67. C) 栢負 至t 局t 絹i

ll) 実験材料および実検方法

ウイルス分離方法，中和抗体測定方法は．

厚生省流行予測事業ポリオ検査術式に従い実

施し．昨年の検査方法2)と各同様であるが，

細胞入手の都合上 1回目採取の糞便材料から

の分離は初代カニクイザJV腎細胞を用い， 2

回目の採取検体については初代ミドリザJV腎

細胞を用いて行なつた。

8彩である。

B) 採取対象と実験材料およ

び実験方法

I) 採取対象

l) 糞便

感染源調査としての糞便採取は．厚生省

指定の追り 0~12オ迄を 5つの年令区分

に分け，各区分毎に 10~1 2名より採取

した。船越地区では第一回目は昭和 43年

9月 30日に 45名．第 2回目．昭和44 

l) ウイ／レス分離結果

第 1回目採取の糞便よりは 3株のウイ Iレス

が分離された（表 2)0 即ち．船越地区の45

検体からは 2株 (2オ早）．（ 6オ早）分離

され，予研より分与された Sctlmid tpool 

血清（/'6.l～庇 l3)により中和試験を行

なつたが．どのpool血清でも中和されず

結局同定し得なかつた。又．花尚地区の 44 

検体中の 1検体 (2オ早）から Coxsakie

B群ー 5型が 1株分離された。

一方． 2回目の船越地区の 42検体からは
ー
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表 2 男鹿市船越地区及び大館市花岡地区の分離結果
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計 45 21。 2 42 0 !_ 0」
゜

44 1 

゜
1 • 4 o I 1 1 j 

゜
1株もウイルスは分離されなかつたが，花岡

地区 40検体よりpolio-fl型が 1株 0オ
l 0ヶ月女児より分離されたが，本例は生ワ

クチン服用後2ヶ月を経過している。

表 3 男鹿市船越地区住民のポリオウイルスに対する中和抗体の保有状況

年 被 4倍スクリーニング 6 4倍スクリーニング

検
I 

1つ 2つ1 3つ 1＇ 3 1つ 2つ 3つ 3つ
人 l型 IIl型 の型 I つ の如

令 員 III型 のみ の型の型 共 I型 Il型 皿型 のみ の型 の型 とも

..- --- （＋） （十） I l (十） ←i. （十） （十） （十） (-) -

0~ 1 11 2あ(54あ(4邸5） (9.11 ) (18.22 ) (2'Z3 3) 呻 (9.11 ) (86.も (2'Z33 ) (18.2 2) (27.3 3) （妬
6 

(545) 

2~ 3 13 6Lぶ(84.11 6) (3(l4 8) 
1 8 

(15.2 4) (1~ (1ふ(5ふ('Z71 ) (30.4 8) (23.l3 ) （ぶ (46.26 ) (7.7) (6L5) 

4~ 6 16 晶 15 
(56.， 3) (12.52 ) (5(l8 01 (3'Z6 5~ （お (1&3 8) (1883 ) (12.52 ) (6.31 ) (12.52 ) 

1 
温）(93.8) (6.3) 

7~ 9 10 7 
(1010 0) 

8 2 
(10.01 ) (7(l7 01 ふ(20.2 0) (20.2 0) (lU1 O) (~O. 5 O) （ぶ ゜

5 
7UO) (80.0) (20.0) (0) 

（(碑35.75） ) 10-12 14 11 13 
(815.2 7) 

1 4 ， 

゜(21.43 ) (35.75 ) (2L8 4) (50.7 0) (1482 ) ゜78.6) (92.9) ('Z1) (2&6) (6岱） (0) _(0) 

13-15 13 13 12 12 
(7.1 7) ゜

12 

゜
7 

(30.4 8) (1邸2） (30.4 8) (2紅8） 
1 5 

(100) (9蕊） (9紐） (O) (9邸） (0) (5邸） ('Z7) (38.5) 

l&---19 11 10 
（ 晶

10 0 2 ， 

゜(5456 ) (27:3 3) (9.1 1) (45.5 5) (9.11 ) 
1 

(3ふ(90.9) (9(l9) (0) (18.2) (818 (0) (9.1) 

20-- 15 
直）

15 14 
(g) (6.71 ) 

14 
（お (33.35 ) (46.7 6) (26.4 6) (2(l3 0) (la2 3) (23 0.0) (46.67 ) (100) (9邸） (93.3 

計 1 03 78 92 74 8 
(25.226 ) 

62 7 
(28229 ) 

35 17 
(3U31 l) 

16 6 
(4勘(75.7) (89.3) (7L8) ('Z8) (60.2) (6.8) (34D) (165) (1邸） (5.8) 

註； （ ）内は彩を示す。
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2) ボリオウイルス中和抗体価検査結果

（感受性調査結果）

両地区の年令別，ボリォ型別中和抗体保有

率を (4倍及び 64倍スクリーニング）表3

図．表に明らかなとおり，船越地区では 0~1オ

のポリオウイ／レス各型に対する抗体保有率が低く

4及び図 1,2に示した。 /' I型には 4倍スクリーニングで 2'Z3彩， 64倍

表 4 大館市花岡地区住民のポリオウイルスに対する中和抗体の保有状況

1 i 

Iii 
!,’ 
,I, 

4 9 

湖
I
l
i
し
1
'げ．

被 4倍スクリーニング ; 1: |~| 6 4倍スクリーニング

玲・公検，―［型---I型--阻-型---忠1雙うの砂型 3 の 共 1型 i型 且型 Tご句夏の2型つ の3型つ Iと3つも

I • (+) (+) (+) ti ___------—吐L」+_2____け-) (-) 
-rr-- 1l ; 13-1 1 (46.易 (5&7 8) (2&3 1) (30.4 8) 

8 2 函匹も〖怨31) (゚0) (2&3 1) | (て17) I( O゚) （遥）．(23.1) (15.4) 

炉 3, 13i 1 (3(l84 ) 
18 2 8 4 1 

゜゜(61.58 ) ゜(618 5) (0゚) ゚(38.55 ) (100) (15.4) (61.5) (3(l8) ('Z7) 0) (0) (0) (0) 

4~ 6i 12(75.O， ) 12 10 

゜(415 7) 
7 防 1あ(2503 ) (&1 3) (16.2 7) (16.2 7) ゜(66.8 7) (100) (8a3) (0) (5&3) (0) 

12門i 1 ! 12 
12 ， 

゜
1 ， 

術1(2503 ) (8.31 ) (25.3 0) (2503 ) IC 16.2 7) ゜(5ふ7~12  (100) (100) (75.0) (0) |(8.3) IC 75.0) | (O) 
14 16 15 

(6.81 ) 6.も 晶 ゜(2めJ. 2曲(31.35 ) (43.7 8) (12.2 5~ ゜(3山1炉 16(8て5)(100) 9a8) 0) r 0) 

叶 庄1←計‘14 |i 1011’ 3 0 2 

8 10 10 

゜
2 8 術i(3(!_3 0)_ (30.8 Q2 (60.6 0) (40.4 0) (40.4 0) ゜(20.2 0) (80.0) (100) (100) (0) (20.0) 1(80.0) i(0) 

11 13 13 

゜
2 11 

゜(61.58 ) (30.4 8) (30.S4 ) (61..58 ) (3(14 8) (゚0) 
1 

く84.6)i 100) 1100) (0) (15.4) IC 84.6) 0) （四）一
12 10 13 

゜
4 ， 

゜|(3U84 ) (3855 ) (46.26 ) (46.26 ) (2a3 1) 
1 

(2&3 1) (923) (9Q9) (100) (0) (30.8) (69.2) 0) |(て1)
76 93 75 13 22 61 4 26 31 25 38 18 

(1 1.0) 
41 

(745) I< 91.2) (7邸） (12.7) (216) (59.8) a9) (25.5) (3M), (245) (37.3) (l'Z6) (40.2) 

; 
註 （ ）内は彩を示す。

図1男鹿商臨翌戯を幻オ中団充体保有率(%) 図2 大館市花砲叫区ポリオ中紺充体保和誤吟
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スクリーニングでは9.1 %の保有率であったo

又， 2~3オでは， Ill型に対して 4倍スクリー

ニングで 3Q 8彩， 64倍では7..7彩とかなり

低い保有率を示した。その他の年令群では， 4

倍スクリーニングで上昇していた。

型別でみると， Il型に対しては他の型に比し

幾分高い保有率を示しているが， 2~3オ児の

4倍スクリーニングでみると且型の 3 Q896に

対して， Il型は 84. 6%と開きがあった。

尚，同地区では全般にl1I型に対する抗体保有

率が低かつた。

花岡地区では， 0~1オの各型に対しての保

有率は 4倍スクリーニングでll1型の 23. 1 %と

Il型の 53 8％であり， 2~3オの保有率をみ

ても且型に対してやはり低く， 15. 4 %を示し

-6 9-

Il型に対して 10 0％と高い保有率を示し．こ

の高値は小児期全般に通じている。これ匠反し

てI,Ill型に対しては概して低く．且変動がみ

とめられた。即ち， 2~3オでは 1型の 30. 8 

%. i型は 15. 4％であり． Il型陀比し著るし

く低い0 ll[型に対しては 4~9オ迄やや低値で

ぁった。 1型に対しても 2~6オは低目であり

7~9オでは 10 0％であった。各型別抗体保

有率では以上の如く，高低があるが．ボリオの

3つの型いずれにも抗体を有していない例は．

船越にて 0~1オの 11名中に 5名 (45.5%)

の計 7名にみとめられたが．花岡では 0~1オ

群の 13名中 4名のみであった。

3) 男鹿市船越地区中和抗体保有率の昭和 42 

年及び 43年の年次比較と個人免疫の変動に

ついて

昭和 42年．昭和 43年と継続して調査し

た船越地区のポリオ中和抗体保有率 (4倍及

昭和 4 2年と 48年の男鹿而船越地区ボリオ中和抗体の保有率比較

び 64倍スクリーニング）を比較してみた。

図3でみるように 1型の 4倍スクリーニンゲで．

図3

、ロロエニッ
＇ 

型 (14汁9 ll 竪 (Is糾 Ill 翌 (I44) 

• - 9••`../^•` 

ニニニにこ
．．．．．．．．．．4 Ha to 42写

... 
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は殆んど大きな差は見られない。

1 0~1 2オ群で昨年より本年が低く， 13 ~  

1 5オ群では本年が高くなつているが，それぞれ

1 0％位の差しかなかった。

I型 64倍スクリーニングでは 4~6オ， 7 ~

9オ， 10~1 2オ群において，昨年より下廻り

1 3~1 5オ～ 16~1 9オ群では逆に上昇し．

2 0オ以上で再び下降している。

II型の 4倍スクリーニングでも，本年と昨年の

開きは少なく， O~1オ群を除き．本年の方が 2

~3オ以上昨年より下の線をとおつている。

しかし全体から見ると 2~3オ群以上は，咋年

本年とも 84. 6％から 10 0％の保有率を示して

いる。

II型 64倍スクリーニングで目立つのは， O~

1オ群で昨年 9.1％の保有率であったのが昭和

4 3年では 36. 4％となつている。

且型 4倍スクリーニングでは， 0~1オ群の差

が大きく．昨年の9.1％から，本年の 45. 5％と

高値を示した。しかし， 2~3オ群では昨年の 6

63.696から 30.  8％と低くなり．約 33％も下

廻り， 4~6オ群から 13~1 5オ群迄は昨年よ

り低く， 16~1 9オ群で昨年を少し」迪つた。

llI型の 64倍スクリーニングではやはり，O ~1 

才群が昨年より保有率は高くなつているが， 2~

3オ群以上は全て低率を示し， 20オ群以上の 2

6. 6％が最高であった。

特に昨年と差の大きい年令群は 10オ～ 12オ

群の昨年 55. 6％に対して 21. 4%, 1 3~1 5 

才群の 50％に 15.4%,16~19オ群の 58. 

3％に9.196と大きな差を示した。

次に昭和 42年及び昭和 43年と 2回に互つて

ポリオウイJレスに対する免疫状況を調査し得た 5

3名についてその変動を検討してみた。

1オから成人に至る 53名中， 42年中にボリ

オウイ｛レスの 3型共に抗体を保有して居り，しか

も43年にも同じく全ての型に 4倍以上の坑体価

を保有していたものは 27名であり， 4名は． 4

2年中に 3型共陽性であったが 43年には 2つの

型について陽性を示して居た。この消失した抗体

はII型に 2名， llI型にも 2名であった。

ものは 15名であったが， 43年にも同様であっ

たものが 13名となり， 2名の消失した抗体はや
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はり且型についてであった。 42年に 1つの型に

ついてのみ保有して居つたものは 2名でこれらは

＇ 

4 3年にも変動がなかつた。

又， 42年匠全く抗体をもたなかった 5名中 1

名はやはり， 43年にも昧有して居らなかつたが

2名は I型と Il型に， 1名はIl製と lII型に，又．

3名は， 3つの型iて保有する如く変動していたが

これらのうち 3名は，いずれも 42年の後期或い

は 43年前期にワクチンを服用したものであった

が，残る 1名のワクチン服用歴については不明で

あった。

考察

現在実施されている予防接種の中でポリオ生ヮ

クチン程その効果の明らかなものはなく，昭和

3 5年．我国のボリオ患者が5.6 0 6人であった

ものが，昭和41年には僅かに 33名に減じ，昭

和 42年には更に 25名に減少し，昭和 43年に

は 20名にすぎない。3) これは正に駕くぺき生ヮ

クチンの効果の現れである。

即ち．現在ではもはや，ポリオという疾患は忘

れられつつあり，昭和 35, 3 6年頃には恐怖に

かられて我先にとワクチン接種を希望した母親達

も．もうボリオはこの世から姿を消したと考えて

いるらしく，最近では次第にワクチンの接種率が

低下してきている。

現在では確かに野外のボリオウイ Iレスは殆んど

消失したといつてもよく，従って以前には唯一の

しかも柩めて普辺的であった自然の不顕性感染に

よる免疫は全く起らず，生ワクチンを服用しなけ

れば，ボリオに対する免疫は全く獲得し得ないよ

うな時代になっている。従つてワクチンを服用し

なかつたものが若干多ければそれだけ，抗体の保

有率は低下して来るわけであり，今回の調査にみ

られた如く．船越地区では 2~6オ児の抗体保有

率がやはり低くなつているのは，表 1に示したよ

リ譴
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うなワクチン服用率の低下によるものと考える。

又，花岡地区での 10~1 9オの I型に対する

抗体保有率の谷はI型の自然感染は最早やないこ

とを示すのであろう。

次に．抗体保有率曲線をみて注目すぺきことは

ワクチンの効果が恐らく型により差があるらしい

ことである。両地区共II型の保有率は高いが．こ

れに反して I型及び皿型，特にllI型については．

両地区の保有率がひく＜，又 2年にわたって継続

俄察した船越地区では1lI型の抗体が陽性から陰性

に変じたものさえもみとめられ．この点は将来に

対して一抹の不安を感じさせるものである。

総括

昭和 43年度のボリオ流行予測事業として，秋

田県男鹿市船越地区 (2年継続）及び．大館市花

岡地区住民につき感受性調査並びに感染源調査を

行なつた。

-71-

①感染源調査の対象 8 9例より一回目の初秋

にはCoxsack_ie B群 5型が 1株と，未

同定 2株が分離された。 2回目の冬期には．

生ワクチン服弔後， 2ヶ月目の 0オ 10ヶ月

女児よりボリオウイ Iレス II型が 1株分離され

た。

（む感受性胴査の結果では， I'l!I型に対する

抗体保有率が II 型に比し•I邸いことが注目され

た。

又． 2年継続調査を行なった対象の中には

且型抗体の消失をみたものがあった。
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